
弁

才

天

女

考

坂

内

龍

雄

イ
ン
ド
で
弁
才
天
女
(
S
a
r
a
s
v
a
t
i
)
は
、

仏
教
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、

ジ

ナ
教
に
共
通
し
て
祀
ら
れ
る
。

一
九
七
五
年
二
月
十
七
日
、

カ
ル
カ
ッ
タ
で
夜
お
そ
く
ま
で
サ
ラ
ス

ヴ
ァ
テ
ィ
ー
祭
を
み
た
。
後
背
の
つ
い
た
等
身
大
の
女
神
の
山
車
が
大

通
を
い
く

つ
も
ね
り
、
子
供
達
が
銅
羅
を
な
ら
し
て
ト
ラ
ッ
ク
を
乗
り

ま
わ
し
、
陽
気
な
祭
で
あ
る
。
女
神
は
宝
冠
を
つ
け
、
眼
黒
ぐ
旋
毛
で

な
く
髪
長
く
黒
く
肌
白
く
、
眉
と
眼
と
口
も
と
の
つ
り
上
つ
た
微
笑
の

妖
麗
な
美
女
で
あ
る
。

ベ
ン
ガ
ル
の
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
信
仰
は
、

ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
系
で
は
な
く
、

タ
ー
ラ
ー

(多
羅
観
音
菩
薩
。
T
a
r
a
。
救
度

母
。
観
音
の
右
眼
光
)
の
変
型
バ
!
ド
ラ
カ
ー
リ
ー

(
B
h
a
d
r
a
k
a
l
i
 

賢
黒
)

と
関
連

が
あ
る
と
い
う
。
B
.
 Bh
a
t
t
a
c
h
a
r
y
y
a
 

A
n
 i
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 

to

Bu
d
d
h
i
s
t
 

E
s
o
t
e
r
i
s
m
 

15
8
.

第

一
章
イ
ン
ド
の
起
源

第

一
節
ヴ

ェ
ー
ダ
へ
登
場

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
、
湖
、
河
、
水
を
有
す
る
が
原
義
で
あ

つ
て
、

イ
ン
ド

ア
ー
リ
ヤ
民
族
が
移
動
の
過
程
に
名

づ
け
た
聖
地
聖
河

の
女

性
呼
称
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
河
を
渡

つ
た
こ
の
民
族
が
、
ヤ
ム
ナ
ー

(尾
餌日
旨餌)
河
の
西
の
ク
ル

(
K
u
r
u
)
地
方
に
到

到
し
た
頃
、

ラ
ジ
プ

タ
ナ

(
R
a
j
p
u
t
a
n
a
)
を

流
れ
る
、
水
豊
か
な
、
漣
や
さ
し
い
、
愛
ら
し

い
河
を
、

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
と
よ
ん
だ
。
現
在

こ
の
河
の
名
を
相
続

す
る
と
い
う
サ
ラ
ス
!
テ
ー

(
S
a
r
a
s
u
t
i
)
河

は
、砂
漠
の
中
に
き
え
る
、

い
わ
ゆ
る
尻
無
川
で
あ
る
。

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
河
の
考
古
学
的
発
掘
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前

か
ら
な
さ
れ
た
。

リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
第
七
巻
第
九
五
章
に
は
、
サ

ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
イ

ン
ダ
ス
河
と
も
よ
ば
れ
る
。
山
よ
り
海
に
流
れ
、
俊
馬
、
蘇
油
、
乳
、

富
を
授
け
る
恵
み
多
き
河
神
と
し
て
讃
え
ら
れ
る
。
イ

ン
ド
は

一
般
的

に
は
馬
の
生
育
条
件
が
悪
い
か
ら
、
馬
の
守
護
神
が
求
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
地
方
は
適
し
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
第
十
巻
第
七
五
章
は
河
神
讃
歌

で
、
古
代
地
理
を
し
の
ば
せ
る
河
川
名
が
な
ら
ぶ
が
、
こ
の
河
は
イ
ン

ダ
ス
河
に
次
ぐ
位
置
を
与
え
ら
れ
る
。

リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
段
階
で
は
、

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
言
語

(
V
a
e
)
女
神
と
は
別
個
な
女
神

で
あ

つ

弁
才
天
女
考

(坂

内
)
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弁
才
天
女
考

(坂

内
)

た
。ヤ
ジ

ュ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
は
こ
の
岸
で
編
集
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
第

十
九
巻
以
下
に
は
、
成
功
を
ね
が
う
バ
ラ
モ
ン
、
復
位
を
ね
が
う
放
逐

さ
れ
た
王
、
商
売

の
成
功
を
ね
が
う
ヴ
ァ
ィ
シ
ャ
の
た
め
に
、

ア
シ
ュ

ヴ
イ
ン
双
神
、
イ
ン
ド
ラ
と
な
ら
ん
で
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
女
神
が

讃
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
祭
祀
呪
文
は
、
さ
ら
に
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
に
展
開

さ
れ
る
。
治
病
法
で
あ
る
第
四
巻
第
四
章
は
精
力
増
強
、
第
五
巻
第
廿

三
章
は
子
供
の
寄
生
虫
駆
除
、
第
五
章
は
解
毒
で
あ
る
が
、
女
神
は
主

神
と
し
て
登
場
す
る
。
第
八
巻
第
七
章
に
は
、

ル
ド
ラ
、
ア
シ
ュ
ヴ
ィ

ン
と
な
ら
ん
で
医
師
と
さ
れ
る
。

和
合
法
で
あ
る
第
六
巻
第
九
四
章
は
、
女
神
を
た
の
ん
で
他
人
を
自

己
の
意
志
に
従
属
さ
せ
る
呪
文
で
あ
る
。

バ
ラ
モ
ン
の
福
益
増
大
の
呪

法
で
あ
る
第
五
巻
第
七
章
で
は
、
女
神
が
吝
薔
貧
欲

の
ア
ラ
ー
テ
ィ

(A
r
a
t
i
)
を

折
伏
す
る
。

こ
の
第
五
頚
に
言
語
の
女
神

(V
ac
-
S
a
r
a
s
v
a
t
i
)

と
し
て
称
え
ら
れ
る
。

国
王
法
で
あ
る
第
三
巻
第
三
章
は
、
復
位
を
願

う
放
逐
さ
れ
た
王
の
呪
文
で
あ
る
。
宇
宙
創
造
と
神
智
の
讃
歌
で
あ
る

第
十
二
巻
第

一
章
第
八
類
は
、
女
神
の
詩
的
神
秘
力
を
讃
え
て
い
る
。

第
六
三
頚
は
大
地
と
と
も
に
讃
え
、
女
神
か
ら
吉
祥
と
繁
栄
を
祈
る
。

ア
イ
タ
レ
ヤ

・
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ

(A
itareya
-
b
r
a
h
m
a
n
a
)
第

二
巻

第

廿
九
章

に
は
、
女
奴
隷
の
子
で
あ
る
カ
ヴ
ァ
シ
ャ
ア
イ
ル
ー
シ
ャ

(
K
a
-

v
a
s
y
a
 

A
il
u
s
a
)
が
供
犠
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
、
バ
ラ
モ
ン
達
か

ら
資
格
が
な
い
と
追
放
さ
れ
、
砂
漠
に
飢
え
渇

い
た
と
き
、
水
と
サ
ラ

ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
女
神
に
助
け
ら
れ
、
讃
歌
を
み
て
と
り
、
後
に
バ
ラ
モ

ン
達
か
ら
リ
シ

(琶

見
る
人
、
讃
歌
の
教
師
)
と
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
例
証
で
分
る
よ
う
に
、

サ
ラ
ス
ヴ

ァ
テ
ィ
ー
は
言
語
文
字

(ブ
ラ
フ
ミ
ー
)
の
発
明
者
で
あ
り
、
従
っ
て
梵
天
の
妃
で
も
あ
り
、
音

楽
や
護
頒
の
啓
示
者
で
あ
る
。

弁
説
や
医
療
の
智
慧
が
名
利
を
も
た
ら
す
時
代
と
な
つ
て
、
そ
の
智

慧
か
ら
財
富

の
女
神
と
さ
れ
る
。

こ
の
河
は
ヴ

ェ
ー
ダ
編
纂
の
聖
地
と
し
て
、
巡
礼
者
が
贋
罪
の
た
め

や
つ
て
く
る
。

第
二
節
儀
軌

(一)乗

物
。
鵝
鳥
、

フ
ラ
ミ

ン
ゴ
、
孔
雀
。
J
.
 
G
o
n
d
a
 C
h
an
g
e

a
n
d
 c
o
n
t
i
n
u
i
t
y
 

in
 
I
n
d
i
a
n
 
r
i
l
i
g
i
o
n
 

9
0
.
 白

鳥
。

K
.
 M
.
 
S
e
n

(三)
仏

教

側

の
受

容

論

争

に
、

音

声

を

よ

く

し
、

知

識

を

当

意

即

妙

な

ら

し

め

る

と

し

て

尊

崇

さ

れ

た
。

そ

の
妙

音

は

マ

ハ
ー

ヴ

ァ

ス

ト

ゥ

(

(
M
a
h
a
v
a
stu
)

の
第

三

九

五

仏
名

と

し

て

V
i
n
a
r
a
v
a
g
h
o
s
a

(
琵
琶
鳴
音
仏
)

と
あ

る
。

3
4
9
以
下
。
般
若
の
密
教
化
で
あ
る
。
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i
 

大
弁
才
天
女

(M
a
h
a
-
S
)
象

徴
は
右
手
の
与
願
印
、
左
手

の
白

蓮
華
。

色
身
白
。
白
蓮
華
の
上
の
月
に
坐
し
、
秋
月
の
如
く
輝
き
、
微

笑
す
る
。
真
珠
の
首
飾
を
つ
け
、
白
檀

の
花
の
衣
裳
を
着
て
、
三
界
を

照
ら
す
十
二
歳
の
処
女
で
あ
る
。
四
谷
族
は

p
r餌
旨
a
(般
若
)
・
m
e
d
h
a

(智
)
・
s
m
r
t
i
(記
憶
)
・
m
a
t
i
(意
)
で
あ

つ
て
、
般
若

四
姉
妹
と
は

異
な
る
。
左
道
密
教
で
は
十
二
歳
の
処
女
は
十
二
天
を
あ
ら
わ
す
。

ii
 
金
剛
琵
琶
弁
才
天
女
。
(V
a
j
r
a
v
i
n
a
-
S
)
象

徴

は
琵
琶
の
原
型

ヴ
ィ
ー
ナ
ァ
ー
を
ひ
く
姿
。
色
身
白
。

一
面
二
腎

で
四
春

族
を
従
え

る
。iii
 
金
剛
秋
弁
才
天
女
。
(
V
a
j
r
a
s
a
r
a
d
a
-
S
)
秋

は
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ

ー
の
別
名
。

三
眼
二
管
で
色
身
白
。
左
手
に
経
巻
、
右
手
に
白
蓮
華
を

持
ち
白
蓮
華
に
坐
し
、
宝
冠
に
三
ケ
月
を
つ
け
る
。
四
春
族
を
従
え
る
。

iv
 
聖
弁
才
天
女
。
(
A
r
y
a
-
S
)
象

徴

は
蓮
華
上

の
般
若
経
。
十
六

歳
の
処
女
で
、
右
手
に
持
つ
白
蓮
華
上
に
般
若
経
を
の
せ
て
あ
る
。
十

六
歳
の
処
女
と
は
左
道
密
教
で
般
若
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

v
 
金
剛
弁
才
天
女
。
(
V
a
j
r
a
-
S
)
三

面
六
暦
。
左
脚
を
前

に
踏
み

出
す
、

弓
の
展
左
の
姿
勢
が
特
徴
。
他
は
大
弁
才
天
女

に
似

て
い
る

が
、

こ
の
天
女
は
髪
褐
色
で
旋
毛
で
、
色
身
は
赤
。
顔
は
右
面
青
、
左

面
白
、

三
右
手
に
は
般
若
経
を
の
せ
た
蓮
華
、
剣
、
斧
、

三
左
手
に
は

燭
縷
杯
、

宝
玉
、
投
輪
を
持

つ
。
こ
の
尊
の
踏
む
蓮
華
は
赤
で
あ
る
。

1
5
蔭
。
神

経

組

織

の
説

明

の
中

に

イ
ダ

ー

(
I
d
a
)
はヤ

ム

ナ

ー

河
、

ピ

ン
ガ

ラ
ー

(
P
i
n
g
a
l
a
)
は

サ

ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

河
、

ス
シ
ュ
ム
ナ
ー

(
S
u
s
u
m
n
a
)
は

ガ
ン
ジ
ス
河
を
あ
ら
わ
す
と

い
う
。
ピ
ン
ガ
ラ
ー
は

太
陽
で
あ
り
、
赤
色
で
あ
り
、
原
人
で
あ
り
、

呼
吸
を
つ
か
さ
ど
る
。

㈹

義
浄
訳
金
光
明
最
勝
王
経

(大
正
十
六
・
四
三
七
下
)
に
、

こ
の

尊
は
一
面
八
管
で
、
弓

・
箭
・
刀
・
精
・
斧
・
長
杵

・
鉄
輪
。
羅
索
を

持
つ
て
自
ら
を
荘
厳
す
る
。
春
族
は
社
会
生
活

に
必
要
な
稲
・
蚕

具
・

筆
等
を
あ
ら
わ
す
十
五
童
子
で
あ
る
。

こ
の
尊
は
梵
天
妃
、
那
羅
延
天

妃
、
婆
蘇
天
、
閻
魔
に
比
定
さ
れ
、
章
駄
天
、

マ
ナ
シ
竜
王
、
ヴ
ィ
シ

ュ
ヌ
、
ウ

マ
ー
と
な
ら
ん
で
弁
才
の
徳
を
讃
え
ら
れ
る
。
巻
七
の
五
つ

の
真
言
は
弁
才
天
讃
歌
で
、
護
身
と
学
識
と
招
福
を
祈
る
。

(4)
宋

の
天
息
災
訳
大
乗
荘
厳
宝
王
経

(大
正
二
〇
・
四
九
下
)
に
は
、

観
音
の
牙
よ
り
弁
才
天
女
を
生
ず
と
い
う
。
言
語
に
関
連
す
る
。

第
三
節
生
活
の
中
の
弁
才
天
女

都
市
人
は
女
神
殿
を
設
け
、
旅
役
者
が
来
る
と
招
い
て
上
演
さ
せ
る
。

月

に

一
、
二
度
あ

つ
た
。
(
カ
ー
マ
ス
ー
ト
ラ
第
四
章
第
廿
七
節
)
。
幼
女

に
天
女
讃
歌
を
歌
わ
せ
、
そ
の
詩
を
占
つ
た
。
P
.
 V.
 Kan
e
 H
isto
ry

o
f
 D
h
a
r
m
a
s
a
s
t
r
a
 

V
o
l
 
I
 P
at
 II
 8
11
.
 
現
代
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

の
学

生
は
部
屋
に

の
像
を
お
き
、
試
験
の
日
は
特

に
よ
く
祈
る
。
祭
日
に

は
趣
好
を
こ
ら
し
た
像
を
作
る
。

こ
の
日
は
女
子
が
男
子
寮

へ
ゆ
く
こ

と
も
認
め
ら
れ
る
。
宴
会
に
は

エ
ロ
な
歌
も
出
る
。

第
二
章
日
本
に
お
け
る
受
容

金
光
明
最
勝
王
経
は
、
護
国
経
典
と
し
て
唐
代
よ
り
奈
良
朝
に
紹
介

弁
才
天
女
考

(
坂

内
)
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弁
才
天
女
考

(坂

内
)

さ
れ
、

巻
七
大
弁
才
天
女
品
に
よ
る
弁
才
天
女
信
仰
は
次
第
に
流
行
し

た
。
平
安
朝
に
は
伝
最
澄
、
伝
空
海
の
弁
才
天
講
式
が
あ
る
。
河
川
、

湖
沼
、
海
岸
に
弁
才
天
女
を
祀
る
よ
う
に
な

つ
た
。

奈
良
県
の
天
川
の
他
、
竹
生
島
、
厳
島
、
金
華
山
、
江
之
島
が
古
来

よ
り
有
名
で
あ
る
。
役
小
角
伝
説
に
よ
れ
ば
、
母
の
か
た
み
の
鏡
を
天

川
に
祀
り
、
唐
風
美
人
像
で
は
荒
行
の
守
護
神
と
な
ら
ぬ
か
ら
、

一
面

八
腎
の
憤
怒
像
と
し
た
。

弁
才
天
女
真
言
は
右
の
経
に
よ
れ
ば

陀
羅
尼
経
巻
十

一
(大
正
十
八
・
八
八

一
下
)
に
よ
れ
ば

和
製
真
言
は

O
m
 sara
s
v
a
t
y
a
i
 

svah
a
.

修
験
道
の
弁
才
天
法
に
は
、
修
験
深
秘
行
法
符
呪
集
巻
二
に
、
弁
才

天
の
大
事
、
摩
尼

の
秘
法
、
八
印

一
明
の
大
事
、
七
月
精
進
の
大
事
、

七
月
結
願
の
作
法
が
あ
る
。
服
部
如
実

「
修
験
道
要
典
」
四
九
三
。

伝
聖
宝
撰
の
修
験
極
印
灌
頂
法
、
最
勝
慧
印
三
昧
耶
普
通
次
第
、
最

勝
慧
印

三
昧
耶
六
檀
法
儀
軌
、
最
勝
慧
印
三
昧
耶
護
摩
法
に
弁
才
天
女

が
あ
る
。
日
本
大
蔵
経
修
験
道
章
疏

一
。

禅
家

で
は
歳
末
に
書
く
護
符
に
、
歳
徳
神
を
中
心
に
、
右
上
に
日
天

子
、
左
上
に
月
天
子
、
右
下
に
大
黒
天
、
左
下
に
弁
才
天
を
記
す
。
弁

財
天
は
後
代
の
俗
字
で
あ
る
。

弁
才
天
は
シ
ナ
で
道
教
思
想
と
融
合
し
、
七
福
神
の

一
つ
と
な
つ
た
。

日
本
で
は
庶
民
信
仰
と
し
て
、
九
日
又
は
十

一
日
を
縁
日
と
し
て
流
行

し
た
。
江
戸
の
流
行
は
、
武
江
年
表

の
天
保
六
年

(
一
八
三
二
)
を
み

る
と
井
之
頭
弁
天
、
増
上
寺
芙
蓉
州
弁
天
の
開
帳
が
記
事
に
な

つ
て
い

る
。古
代
日
本
人
は
河
や
海
や
池
に
神
が
あ
る
と
感
じ
、
自
然
神
で
あ
る

女
神
は
持

つ
て
い
た
が
、
礼
拝
像
は
な
か
つ
た
。
唐
代
官
女
の
美
人
像

が
将
来
さ
れ
、
し
か
も
致
富
出
世
の
方
法
と
し

て
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
つ

た
学
芸

の
女
神
が
紹
介
さ
れ
る
に
至

つ
て
は
、
神
秘
で
霊
験
あ
ら
た
か

な
蕃
神
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

先
祖
崇
拝
と
重
な
つ
て
家
の
信
仰
と
な

つ
た
仏
教
と
は
別
に
、
芸
能

神
と
し
て
、
ま
た
多
分
に

エ
ロ
ス
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

胎
蔵
界
曼
陀
羅
最
外
院
に
位
置
を
占
め
る
天
部
の
神
が
、
庶
民
信
仰

と
し
て
定
着
し
た
の
は
、
密
教
や
修
験
道
の
行
者
に
よ
る
流
布

の
実
績

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
陽
気
な
現
世
利
益
が
庶
民
の
人
気
を
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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